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エヌ・ティ・ティ・インフラネット株式会社 関西支店�
神戸市交通局�
日本コムシス株式会社 関西支店�
ケミカルグラウト株式会社 大阪支店�
ライト工業株式会社 大阪支店�
アイレック技建株式会社 関西支店�
財団法人 地域 地盤 環境 研究所�

　近年、地下空間の活用により、地下の過密化
が進み、NTTの通信用トンネル（以下「とう道」
と略す）に近接するシ－ルドトンネル工事等が
数多く計画、施工されている現状にある。�
　今回、実施した工事は、神戸市交通局地下鉄
海岸線シールドトンネルの掘進計画位置に構築
されているとう道が支障となるため、地下鉄の
利便性と建設コストの縮減を優先させ、通信サ
ービスに影響を与えることなく、とう道の一部
を地中で撤去し、その直下に新たなとう道を構
築したものである。このとう道は、土被り約
19m、セグメント外径4,550㎜で、重要な通信ケ
ーブルが多条数収容されている。�
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　特に、施工場所が鯉川地下河川直下であり、
また、神戸大丸前に位置していることから、道
路を長期間占用する掘削工事は、極めて困難で
あった。そこで、既設とう道内から曲線ボーリ
ングにより凍結管を設置し、大規模な凍結工に
より地盤を安定させた状態でとう道内から掘削
並びに躯体構築を行った。本工事は、平成８年
８月に着手し、平成１１年３月に完了させ、平
成11年８月海岸線シールドが新たに構築したと
う道の直上を無事通過した。�

マルチメディアの通り道�
大規模支障移転工事�

関西電力株式会社�
大林・前田・日本国土・フジタ共同企業体�
株式会社建設企画コンサルタント�

　当高盛土工事は、現在、大阪府能勢町に建設
中の、50万ボルト変電所の敷地を造成したもの
である。�
　造成地は丹波層群地帯の標高280～440ｍの山
岳地に位置し、「砂防指定区域」である急峻な
沢筋を切盛土することにより、法面高さ100ｍ，
盛土厚さ60ｍの日本でも最大級の高盛土となった。�
　このような「砂防指定区域」における高盛土
の設計・施工にあたっては、解決すべき多くの
技術的課題が挙げられた。これらに対し、①材
料を選定して用いるゾーン型二層盛土構造の採用、
②粒度範囲の広い盛土材料に適した合理的な品
質管理手法の開発、③硬岩材料を品質管理する
ためのDGPS締固め管理システムの開発、④品
質管理結果をデータベース化するための盛土グ
リッド管理システムの開発等を行った。その結果、
高盛土、急峻狭隘な山岳地形、急速施工および
要求品質の高い変電所地盤の造成など難易度の
高い施工条件を克服し、工事を無事完了した。�
　当造成工事における種々の情報は、大阪府北
部の丹波層群地帯の造成例が少ないことから、
今後実施される大規模造成において有効に活用
されると考えている。�

山岳部における高盛土造成�
－能勢変電所の建設－�
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■山岳部における高盛土造成－能勢変電所の建設－�

■マルチメディアの通り道－大規模支障移転工事－�
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日本道路公団関西支社大津工事事務所�
西松建設･清水建設･奥村組共同企業体�

　栗東トンネルは、片側３車線の扁平大断面（断
面積=180k）で全長3.8kmの長大トンネルである。
この扁平大断面を安全かつ迅速に施工するため、
TBMによる先進導坑を採用した。本業績は、
TBM施工の高速化と本坑掘削時の情報化施工
を確立したものである。�
　TBM施工では、切羽の安定が重要である。
当工事では、弾性波探査のトモグラフィー的解析、
比抵抗映像法探査および先進ボーリングを組み
合わせ、精度よく切羽前方の断層破砕帯を検出し、
フォアパイリングで補強する施工システムを構築・
適用した。このシステムを採用後、切羽崩落は
無くTBMの高速化を可能とした。�
　また、トンネルの設計施工において、施工中・
供用中の安定性の確保が重要であり、岩盤の亀
裂状況によって発生する滑り落ち岩塊（キーブ
ロック）の予知と安全設計法が強く望まれてい
る中、キーブロック解析手法を道路トンネルへ
適用するといった世界初の対策を行った。これは、
TBM導坑から得られる地質情報をもとにキー
ブロックを的確に抽出し、設計支保構造での安
定度を測り、必要な増強支保まで設計できる手
法である。�

扁平な大断面長大トンネルにおける�
ＴＢＭ導坑の情報化施工の確立�

■扁平な大断面長大トンネルにおけるＴＢＭ導坑の情報化施工の確立�

運輸省第三港湾建設局�
神戸市港湾整備局�

　神戸港港島トンネルは、神戸市都心とポート
アイランドを結ぶ全長約1.6km（うち海底部
520m）の道路トンネルであり、ポートアイラ
ンド拡張計画に伴う交通量の増加と、防災上重
要であるライフラインの二重化のために、神戸
大橋とは別形式の第二のアクセスとして、平成
３年度に着工し、平成11年７月に開通した。�
　本トンネルでは、鋼板とそれに挟まれたコン
クリートで構成される鋼コンクリートサンドイ
ッチ合成構造を世界で初めて沈埋函に導入した。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
　その結果、鉄筋やコンクリート型枠が不要と
なる他、鋼殻もプレハブ化でき、コスト縮減と
工期短縮を図ることができた。�
　導入にあたっては、実物大の実験により設計
上の課題を解決するとともに、密閉鋼殻への充
填に用いる高流動コンクリートについて、室内
及び実施工実験を実施して、①きめの細かい配
合材料の設定、②製造～運搬～打設までの品質
管理システムの設定、③打設直後の非破壊検査
の実施等厳しい施工管理システムを構築した。�
　港島トンネルの完成が、神戸港のネットワー
クの強化、そして港町「神戸」の益々の発展に
貢献するものと期待している。�

人工島のライフラインを支える�
「神戸港　港島トンネル」の建設�

■人工島のライフラインを支える「神戸港　港島トンネル」の建設�
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関西電力（株）舞鶴火力建設所�

　舞鶴クレインブリッジは、建設中であ
る舞鶴発電所の工事用道路として舞鶴湾
に建設された３径間連続斜張橋であり、
周辺の環境にマッチした美しい橋梁である。
中央支間長350mは日本海側では最大である。�
　現在は舞鶴市道として多くの方々に利
用されている。�

舞鶴クレインブリッジの設計・施工�

●奨励賞●�

日本道路公団関西支社�

　名神高速道路の慢性的な交通渋滞の解
消及び沿道環境の改善を目的として、京
都南～吹田間27.4㎞について改築事業を
実施した。�
　恒常的に発生していた交通渋滞は大幅
に緩和され、沿道環境改善等が図られ、
名神高速道路は日本経済の大動脈として
生まれ変わった。�

名神高速道路（京都南～吹田）改築事業�

鹿島・佐藤・神崎共同企業体�
前田・飛島・東洋共同企業体�

　既存の揚水式地下発電所（関西電力奥多々
良木発電所）に新たに水路および発電所
を増設する工事である。取水口および放
水口は、それぞれ水深23ｍおよび13ｍの
水中に築造しなければならなかったため、
沈埋函工法を適用し無事成功させること
ができた。�

沈埋函工法による揚水式発電所�
取水口および放水口の設計と施工�

大阪市建設局、西日本旅客鉄道㈱�
㈱竹中土木、大鉄工業㈱�
中央復建コンサルタンツ㈱�

　本工事は、大阪都心部においてJR東海
道線を含む８線直下での道路ボックス（幅
25ｍ、長さ80ｍ）築造工事であり、フロ
ンテ・ESA併用工法の適用、綿密な計測
管理体制に基づく情報化施工により、日
本有数の大規模線路下横断工事を無徐行
かつ無事故で完成させた。�

フロンテ･ESA併用工法によるＪＲ�
東海道本線直下の大規模立体交差工事�
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日本道路公団関西支社　�
熊谷･間共同企業体�

　本工事は名神高速道路拡幅改築事業の一環と
して、現在の道路規格を満足していない狭小な
旧天王山トンネルを、不良な地山条件下で取壊し、
拡幅改築を行ったものである。�
　本工事の技術的特長は、以下の通りである。
①既設トンネルの覆工コンクリートを取壊し、
全面的な拡幅改築を行うといった前例のない工
事であり、それに伴う拡幅掘削工法を確立した
こと。②岩盤区間においては、各種調査により
確認された既設覆工近傍のルーズな地山の奥に
形成されたグランドアーチの存在から、大きな
支保を施さなくても施工可能と判断し、ロック
ボルトの省略といった支保構造の軽減とコスト
縮減を実現した。加えて、各種計測や解析によ
りこれを検証したこと。③未固結地山（大阪層
群及び天王山断層）区間は大規模な地すべり地
帯であり、旧トンネル施工時にも難渋を極めた
区間であったが、各種調査・計測を実施し、対
策工を適宜採用しながら、拡幅工事を安全かつ
予定工期内に完了したこと。�
　本工事で開発した技術は、今後増加すると考
えられる同種工事のコスト縮減へのアプローチ
として、また技術的基礎資料として展開される
ことと期待される。�

名神高速道路（改築）�
天王山トンネル西改良工事�

■名神高速道路（改築）天王山トンネル西改良工事�
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　平成11年７月２日に開催された商議員会で選
考委員が承認されたことを受け、７月14日に平
成11年度第１回技術賞選考委員会を開催した。�
　応募要綱を作成し、技術賞候補業績の公募を
行ったところ、15件の応募があった。選考委員
会は、応募業績の推薦書および添付資料を慎重
に審査し、投票を行ない、第3回の選考委員会
で投票結果を審議し、９件を予選通過とした。�
　平成12年２月15日には、建設交流館にて予選
通過者による各業績の説明会を開催し、業績担
当者からの説明ならびに質疑応答が行われた。
説明会は昨年度に引き続き一般会員に公開で行
ったところ、110名の参加を得ることができ、
大いに盛り上がった。また、プレス発表を行っ
たところ、数社から問合せ、取材があり、日刊
建設工業新聞では報道されるに至った。�
　上記の資料ならびに発表会での説明を踏まえ
本選を実施し、平成12年２月25日の第4回選考
委員会で結果を審議した結果、技術賞として５件、
技術賞奨励賞として４件を選定した。今回の候
補業績は甲乙つけがたいものばかりであり、選
考は大いに難航した。この結果を３月30日に支
部長に答申し、決定した。�
　今年度は支部長を初め、会員の皆様の熱意に
より幸いにも多くの応募があったが、土木業界
を取り巻く状況を考えると、今後の応募件数の
減少が危惧されるところである。関西の独自性
あふれるすばらしい業績を今後とも多数応募さ
れるよう会員各位にお願いする次第である。�

平成11年度土木学会関西支部技術賞選考経過� 平成11年度土木学会賞受賞一覧（関西支部推薦）�
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■技術賞選考委員会�
委員長　児島 孝之　　　　立命館大学�
委　員　青山 吉隆　　　　京都大学大学院�
　　　　小川 一志　　　　川崎重工業㈱�
　　　　北川 　信　　　　本州四国連絡橋公団　�
　　　　毛戸 彰禧　　　　京阪電気鉄道㈱　�
　　　　清水 　洋　　　　大阪府�
　　　　白井 義朗　　　　㈱ニュージェック�
　　　　頭井 　洋　　　　摂南大学�
　　　　高田 直俊　　　　大阪市立大学�
　　　　手塚 昌信　　　　関西電力㈱�
　　　　富永 克己　　　　㈱熊谷組　�
　　　　中辻 啓二　　　　大阪大学大学院�
　　　　福田 儀一　　　　㈱クボタ�
　　　　松田 　誠　　　　大阪市�
　　　　横山 晴生　　　　建設省�
　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）�

■技術賞選考委員会　委員長�
　児島　孝之�

　関西支部より推薦いたしました土木学会賞の
候補の中から、下記に記載の各分野の業績に対
して賞が授与されましたのでご報告いたします。�

技術賞�
Ⅰグループ�
（具体のプロジェクトに関連して、土木技術
の発展に顕著な貢献をなした画期的な計画、設計、
または施工等の個別技術に係る業績）�
　�
●人工島のライフラインを支える「神戸港港島
　トンネル」の建設�
　（運輸省第三港湾建設局、神戸市港湾整備局）�
�
Ⅱグループ�
（土木技術の発展に顕著な貢献をなした画期
的なプロジェクト）�
　�
●ダムにおける新たな土砂管理システムの構築�
　－奥吉野発電所　旭ダムバイパス放流設備－�


